
 ② 
がつ  きゅう しょく 

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、単
たん

なる食事
しょくじ

ではなく、栄
えい

養
よう

バランスのとれた豊
ゆた

かな食
しょく

事
じ

を通
とお

して、健
けん

康
こう

によい食
しょく

事
じ

のとり方
かた

、地
ち

域
いき

の産
さん

業
ぎょう

や食
しょく

文
ぶん

化
か

、食
た

べ物
もの

と

それに関
かか

わる人
ひと

への感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちなどを学
まな

ぶための教
きょう

材
ざい

となるものです。

現
げん

在
ざい

ではさまざまな教
きょう

育
いく

的
てき

効
こう

果
か

が期
き

待
たい

される学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

ですが、もともと

は、おなかをすかせた子
こ

どもたちのために、学
がっ

校
こう

で昼
ひる

ごはんを提
てい

供
きょう

したこ

とが始
はじ

まりでした。学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

がたどった歩
あゆ

みを見
み

てみましょう。 

新
しん

年
ねん

を迎
むか

え、気
き

持
も

ちも新
あらた

たに３学
がっ

期
き

が

始
はじ

まりました。冬
ふゆ

休
やす

み中
ちゅう

に生
せい

活
かつ

リズム 

が乱
みだ

れてしまった人
ひと

はいませんか？寒
さむ

くて起
お

きるのがつ

らい時
じ

期
き

ですが、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ごはんで生
せい

活
かつ

リズムを

整
ととの

えましょう。 

戦
せん

争
そう

が終
お

わり、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

の悪
あっ

化
か

が心
しん

配
ぱい

されたことから、

1946（昭
しょう

和
わ

21）年
ねん

に、アメリカのLARA
ラ ラ

（アジア救
きゅう

援
えん

公
こう

認
にん

団
だん

体
たい

）から給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

け、翌
よく

年
ねん

１月
がつ

から学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

されました。当
とう

初
しょ

は

給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の贈
ぞう

呈
てい

式
しき

が行
おこな

われた 12月
がつ

24日
か

を「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

」とし

ましたが、その後
ご

、冬
とう

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

と重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

～30日
にち

を「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」とすることが定
さだ

められました。 

① 

日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、1889（明
めい

治
じ

22）年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

町
まち

（現
げん

・鶴
つる

岡
おか

市
し

）

にある私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で、貧
まず

しい家
か

庭
てい

の子
こ

どもたちに食
しょく

事
じ

を用
よう

意
い

したこ

とが始
はじ

まりとされています。その後
ご

、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

を改
かい

善
ぜん

するために各
かく

地
ち

へ広
ひろ

まっていきましたが、戦
せん

争
そう

による食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

の影
えい

響
きょう

で実
じっ

施
し

できなくなってしまいました。 

1954（昭
しょう

和
わ

29）年
ねん

に「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

法
ほう

」が公
こう

布
ふ

・施
し

行
こう

され、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

と

して実
じっ

施
し

されることになりました。それから、時
じ

代
だい

の移
うつ

り変
か

わりとともに、子
こ

どもたち

の食
しょく

生
せい

活
かつ

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

は大
おお

きく変
へん

化
か

し、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の内
ない

容
よう

も変
か

わっていきました。 

給 食
きゅうしょく

の歴史
れ き し

を振
ふ

り返
かえ

ってみると、今
いま

では当
あ

たり前
まえ

に食
た

べている給 食
きゅうしょく

も、そう

ではなかった時代
じ だ い

があったことが分
わ

かりました。 

全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週
しゅう

間中
かんちゅう

の給 食
きゅうしょく

では、最初
さいしょ

の給 食
きゅうしょく

をイメージした献立
こんだて

（24

日
か

）、給 食
きゅうしょく

が始
はじ

まった山形県
やまがたけん

や東北
とうほく

地方
ち ほ う

の郷土
きょうど

料理
りょうり

（24・26・30日
にち

）、東京都
とうきょうと

の

地場
じ ば

産物
さんぶつ

を使用
し よ う

した献立
こんだて

（25日
にち

）、なつかしの給 食
きゅうしょく

（27日
にち

）を提供
ていきょう

します。 

みなさんも、この機会
き か い

に給 食
きゅうしょく

について改
あらた

めて考
かんが

えてみませんか？ 


